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初等中等教育における生成AI活用事例
生成AIパイロット校の実践事例をもとに

2025/1/17
株式会社内田洋行
教育総合研究所
志儀孝典
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内田洋行のご紹介
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■創 業 1910年（114年）
■本 社 東京都中央区新川
■資本金 50億円
■従業員 3,248名（連結）
■売上高 277,940百万円（2024年7月度連結）

株式会社 内田洋行

“内田”は創業者内田小太郎の姓をとったもので、
“洋行”とは、中国において外国人の店（洋は外国、行は店）の意味です。
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内田洋行教育総合研究所

5https://www.uchida.co.jp/ueric/

調査・研究
Survey / Research

教育アセスメント
Educational Assesment

教育コミュニティづくり
Creation of Education Communities
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内田洋行教育総合研究所
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https://edu-expo.org//
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内田洋行教育総合研究所
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https://www.manabinoba.com/

「学びの場.com」で検索！
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本日は弊研究所が受託している事業の中から
初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

Ver2.0の中でも取り上げられている
「リーディングDXスクール事業」生成AIパイロット校で

行われた実践に基づいて
「初等中等教育における生成AI活用事例」について

お話しさせていただきます。
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改めて…
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リーディングDXスクール事業とは

https://leadingdxschool.mext.go.jp/
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リーディングDXスクール事業とは

GIGA端末の標準仕様に含まれている
汎用的なソフトウェアとクラウド環境を十全に活用し
児童生徒の情報活用能力の育成を図りつつ
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や
校務ＤＸを行い、全国に好事例を展開するための事業
（青森県、仙台市、岐阜県、山口県を除くすべての都道府県、政令指定都市で指定。
R5は全ての都道府県、政令指定都市で指定。）

令和5年度から実施されている事業
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生成AIパイロット校とは

生成AI技術の進化と
期待

•ChatGPTやGemini，
Copilot等の技術進化

•教育での活用や校務の効
率化に対する期待

文部科学省の
暫定版ガイドライン

•生成AIの利用に関する暫
定的なガイドライン
（2023.7）

•パイロット的な取組の必
要性

リーディングDX
スクール事業

•令和5年度より生成AIパ
イロット校を指定
（2023.10～）

•生成AIの教育活動や校務
での活用

最終報告の
公開

生成AIパイロット校の
最終報告書公開
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道内の生成AIパイロット校
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令和5年度生成AIパイロット校の最終報告書
• 事例件数：266件
• 生成AIパイロット校の概要

• 学校数: 52校
• 小学校: 4校
• 中学校: 26校
• 高等学校: 17校
• 義務教育学校: 4校
• 中等教育学校: 1校

• 実証期間
• 令和5年10月～令和6年2月

文部科学省，「リーディングDXスクール生成AIパイロット校」，リーディン
グDXスクールホームページ，https://leadingdxschool.mext.go.jp より

※ホームページには教育委員会単位で報告書ファイルが掲載されている
※事例は学校単位で報告されているが、一部複数の学校にまたがって報告されているものもある
※上記パイロット校以外に教育委員会が連携協力校を設定し、その学校での事例を掲載しているものや教育委員会主体で報告されているものも含ま
れる

※各校複数の事例を報告している（報告数は学校に拠る）
※事例ごとに「教育利用」か「校務利用」かが記載されており、どちらの事例を報告するか（あるいは両方について報告するか）は学校に拠る
※実証期間が短く、活用の初期段階の事例であることに留意が必要
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令和5年度パイロット校の実践事例の分類

生成AIの役割 事例数(教育） 事例数(校務)
アイデア出し 8 1
思考の洗練・深堀り 26 6
計画・案の作成 12 17
絵や音楽・物語等の作成 40 10
文書のたたき台作成 7 27
文章の校正・添削 19 10
要約 4 4
翻訳 2 2
データの整理・分析 3 14
画像や動画からの情報読み取り 2 0
チェック・評価 13 2
説明・解説 19 6
問題生成 13 17
プログラム・コード作成 10 12
問題解答・計算 9 0
発音チェック 4 0
文章の読み上げ 2 0
ディベート相手 6 0
ペルソナを演じさせる 3 0
英会話の相手 8 0
計 210 128

教育利用 校務利用
176 102 学校種（校数） 事例数（教育） 事例数（校務）

小学校（4校） 26 13
中学校（26校） 50 54
高等学校（17校） 75 29
義務教育学校（4校） 23 3
中等教育学校（1校） 3 4
計 177 103

教科 事例数
外国語・外国語活動 36
国語・書写 27
社会・地理・歴史・公民 21
算数・数学 16
情報・専門教科情報 15
理科 13
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 12
技術・家庭 11
図画工作・美術 6
体育・保健体育 5
音楽 3
道徳 3
生活 1

吉澤日花里、井上信介、西本周平、志儀孝典．リーディングDXスクール事業
の生成AIパイロット校に見る活用実践の整理と考察．2024，P.3-4．

１．利用種別

２．生成AIの役割

３．学校種

４．教科（教育利用の場合のみ）



結果・考察：分類結果 生成AIの役割【教育利用】

生成AIの役割 事例数(教育） 事例数(校務)
アイデア出し 8 1
思考の洗練・深堀り 26 6
計画・案の作成 12 17
絵や音楽・物語等の作成 40 10
文書のたたき台作成 7 27
文章の校正・添削 19 10
要約 4 4
翻訳 2 2
データの整理・分析 3 14
画像や動画からの情報読み取り 2 0
チェック・評価 13 2
説明・解説 19 6
問題生成 13 17
プログラム・コード作成 10 12
問題解答・計算 9 0
発音チェック 4 0
文章の読み上げ 2 0
ディベート相手 6 0
ペルソナを演じさせる 3 0
英会話の相手 8 0
計 210 128

教育利用 校務利用
176 102 学校種（校数） 事例数（教育） 事例数（校務）

小学校（4校） 26 13
中学校（26校） 50 54
高等学校（17校） 75 29
義務教育学校（4校） 23 3
中等教育学校（1校） 3 4
計 177 103

教科 事例数
外国語・外国語活動 36
国語・書写 27
社会・地理・歴史・公民 21
算数・数学 16
情報・専門教科情報 15
理科 13
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 12
技術・家庭 11
図画工作・美術 6
体育・保健体育 5
音楽 3
道徳 3
生活 1

１．利用種別

２．生成AIの役割

３．学校種

４．教科（教育利用の場合のみ）

考察：
教育利用においては「絵や音楽・物語等の作成」が
40件，「思考の洗練・深堀り」が26件と多く，児童
生徒のイメージや考えを具現化するような使い方で
生成AIを活用していることが推察される。

吉澤日花里、井上信介、西本周平、志儀孝典．リーディングDXスクール事業
の生成AIパイロット校に見る活用実践の整理と考察．2024，P.3-4．



結果・考察：分類結果 生成AIの役割【教育利用】

（活用例）生成AIに絵や音楽，物語などを作成させ
ることで，児童生徒の持つイメージを可視化し，
創作意欲を引き出す。

・気持ちや思いなどの感情や意見を伝える文書の作
成（創作の支援）は当項目に分類。感想文やス
ピーチ原稿も含む。（情報を伝達することが目的
の連絡文書については「文書のたたき台作成」に
分類。） Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.



結果・考察：分類結果 生成AIの役割【教育利用】

（活用例）生成AIに意見を求めたりアドバイスを
受けたりしながら会話を重ねることで，児童生
徒の考えを深め，洗練させる。

・ある程度自分の案を持っている状態から開始
・アイデアだけでなく，授業の振り返り（感想）
や意見を深堀していくものなどもこの分類に含
む。
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結果・考察：分類結果 生成AIの役割【校務利用】

生成AIの役割 事例数(教育） 事例数(校務)
アイデア出し 8 1
思考の洗練・深堀り 26 6
計画・案の作成 12 17
絵や音楽・物語等の作成 40 10
文書のたたき台作成 7 27
文章の校正・添削 19 10
要約 4 4
翻訳 2 2
データの整理・分析 3 14
画像や動画からの情報読み取り 2 0
チェック・評価 13 2
説明・解説 19 6
問題生成 13 17
プログラム・コード作成 10 12
問題解答・計算 9 0
発音チェック 4 0
文章の読み上げ 2 0
ディベート相手 6 0
ペルソナを演じさせる 3 0
英会話の相手 8 0
計 210 128

教育利用 校務利用
176 102 学校種（校数） 事例数（教育） 事例数（校務）

小学校（4校） 26 13
中学校（26校） 50 54
高等学校（17校） 75 29
義務教育学校（4校） 23 3
中等教育学校（1校） 3 4
計 177 103

教科 事例数
外国語・外国語活動 36
国語・書写 27
社会・地理・歴史・公民 21
算数・数学 16
情報・専門教科情報 15
理科 13
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 12
技術・家庭 11
図画工作・美術 6
体育・保健体育 5
音楽 3
道徳 3
生活 1

※1つの事例の中に複数の役割にまたがった活用，複数の学校種での取組が含
まれることがあるため，①②③の合計が一致していない。

１．利用種別

２．生成AIの役割

３．学校種

４．教科（教育利用の場合のみ）

考察：
校務利用では「文書のたたき台作成」が27件，「計
画・案の作成」「問題生成」がそれぞれ17件，次い
で「データの整理・分析」が14件と多い。授業案や
保護者への送付書類，テスト作成，時間を要するア
ンケートの処理等において生成AIが活用され，校務
の効率化が図られていることが推察される。



結果・考察：分類結果 生成AIの役割【校務利用】

（活用例）情報を伝達することが目的の連絡文書に
ついて「文書のたたき台作成」に分類。（気持ち
や思いなどの感情や意見を伝える文書の作成（創
作の支援）は「絵や音楽，物語等の作成」に分
類。）

・講話 ・学校/学年だより
・HPに掲載する文書の文案 など
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結果・考察：分類結果 生成AIの役割【校務利用】

（活用例）
・単元計画の作成支援
・指導案の作成支援
・修学旅行の旅程の作成支援 など

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.



結果・考察：分類結果 生成AIの役割【校務利用】

（活用例）
・問題作成支援
・ファクトチェックの重要性について併記されてい
ることが多い

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.



結果・考察：分類結果 生成AIの役割【校務利用】

（活用例）
・学習アンケートの分析
・保護者アンケートの分析
・児童生徒の成果物の分析

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.



結果・考察：分類結果 学校種

生成AIの役割 事例数(教育） 事例数(校務)
アイデア出し 8 1
思考の洗練・深堀り 26 6
計画・案の作成 12 17
絵や音楽・物語等の作成 40 10
文書のたたき台作成 7 27
文章の校正・添削 19 10
要約 4 4
翻訳 2 2
データの整理・分析 3 14
画像や動画からの情報読み取り 2 0
チェック・評価 13 2
説明・解説 19 6
問題生成 13 17
プログラム・コード作成 10 12
問題解答・計算 9 0
発音チェック 4 0
文章の読み上げ 2 0
ディベート相手 6 0
ペルソナを演じさせる 3 0
英会話の相手 8 0
計 210 128

教育利用 校務利用
176 102 学校種（校数） 事例数（教育） 事例数（校務）

小学校（4校） 26 13
中学校（26校） 50 54
高等学校（17校） 75 29
義務教育学校（4校） 23 3
中等教育学校（1校） 3 4
計 177 103

教科 事例数
外国語・外国語活動 36
国語・書写 27
社会・地理・歴史・公民 21
算数・数学 16
情報・専門教科情報 15
理科 13
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 12
技術・家庭 11
図画工作・美術 6
体育・保健体育 5
音楽 3
道徳 3
生活 1

１．利用種別

２．生成AIの役割

３．学校種

４．教科（教育利用の場合のみ）

考察：
高等学校で生徒が教育利用する事例が中学校に比べ
て多いことが見受けられる。中学生に比べて高校生
の方が情報モラルやプロンプト作成力等の情報活用
能力が高く，生成AIを自らの力で使いこなす基盤が
整っているため，生成AIの教育利用が積極的に行わ
れていると推察される。例えば，「プログラム・
コードの作成」では意図通りにプログラムを動作さ
せるためには複雑なプロンプトを入力する必要があ
り，他の利用方法比べて高度な活用といえるが，教
育利用における全10件の事例のうち，高等学校の事
例は7件であった。

吉澤日花里、井上信介、西本周平、志儀孝典．リーディングDXスクール事業
の生成AIパイロット校に見る活用実践の整理と考察．2024，P.3-4．



（活用例）生成AIに機能や挙動を指示し，プログラ
ムを作成させる。

・教育利用における全10件の事例のうち，高等学校
の事例が7件と，現時点ではほとんどが高等学校で
の取組。

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.

結果・考察：分類結果 学校種



（活用例）児童生徒が作成した成果物や問題の回
答を生成AIに確認させ，評価や助言をさせる。

・音声データを読み取りチェックを行う発音の
チェックについては，別途「発音のチェック」
として分類。

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.

結果・考察：分類結果 学校種



結果・考察：分類結果 教科

生成AIの役割 事例数(教育） 事例数(校務)
アイデア出し 8 1
思考の洗練・深堀り 26 6
計画・案の作成 12 17
絵や音楽・物語等の作成 40 10
文書のたたき台作成 7 27
文章の校正・添削 19 10
要約 4 4
翻訳 2 2
データの整理・分析 3 14
画像や動画からの情報読み取り 2 0
チェック・評価 13 2
説明・解説 19 6
問題生成 13 17
プログラム・コード作成 10 12
問題解答・計算 9 0
発音チェック 4 0
文章の読み上げ 2 0
ディベート相手 6 0
ペルソナを演じさせる 3 0
英会話の相手 8 0
計 210 128

教育利用 校務利用
176 102 学校種（校数） 事例数（教育） 事例数（校務）

小学校（4校） 26 13
中学校（26校） 50 54
高等学校（17校） 75 29
義務教育学校（4校） 23 3
中等教育学校（1校） 3 4
計 177 103

教科 事例数
外国語・外国語活動 36
国語・書写 27
社会・地理・歴史・公民 21
算数・数学 16
情報・専門教科情報 15
理科 13
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 12
技術・家庭 11
図画工作・美術 6
体育・保健体育 5
音楽 3
道徳 3
生活 1

※1つの事例の中に複数の役割にまたがった活用，複数の学校種での取組が含
まれることがあるため，①②③の合計が一致していない。

１．利用種別

２．生成AIの役割

３．学校種

４．教科（教育利用の場合のみ）

考察：
教科においては，「外国語・外国語活動」が36件と
最も多く，次いで「国語・書写」が27件となってい
る。自分の考えを表現する活動を通じて文章作成が
頻繁に行われる教科において，生成AIの活用が進め
られていることが推察される。



結果・考察：分類結果 教科

（活用例）児童生徒が作成した文章を，生成AIに校
正・添削させることで，文書の推敲を支援する。

・作成した文章について直接校正・添削を指示する
ものであり，フィードバックをさせるものについ
ては「生成AIにチェック・評価させる」に分類。

・教育利用においては，全19事例中12事例が英語
における活用であり，英文の添削が多い。

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.



結果・考察：分類結果 教科

・外国語・外国語活動における事例のみ。

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.



令和5年度パイロット校の実践事例の分類

生成AIの役割 事例数(教育） 事例数(校務)
アイデア出し 8 1
思考の洗練・深堀り 26 6
計画・案の作成 12 17
絵や音楽・物語等の作成 40 10
文書のたたき台作成 7 27
文章の校正・添削 19 10
要約 4 4
翻訳 2 2
データの整理・分析 3 14
画像や動画からの情報読み取り 2 0
チェック・評価 13 2
説明・解説 19 6
問題生成 13 17
プログラム・コード作成 10 12
問題解答・計算 9 0
発音チェック 4 0
文章の読み上げ 2 0
ディベート相手 6 0
ペルソナを演じさせる 3 0
英会話の相手 8 0
計 210 128

教育利用 校務利用
176 102 学校種（校数） 事例数（教育） 事例数（校務）

小学校（4校） 26 13
中学校（26校） 50 54
高等学校（17校） 75 29
義務教育学校（4校） 23 3
中等教育学校（1校） 3 4
計 177 103

教科 事例数
外国語・外国語活動 36
国語・書写 27
社会・地理・歴史・公民 21
算数・数学 16
情報・専門教科情報 15
理科 13
総合的な学習の時間・総合的な探究の時間 12
技術・家庭 11
図画工作・美術 6
体育・保健体育 5
音楽 3
道徳 3
生活 1

吉澤日花里、井上信介、西本周平、志儀孝典．リーディングDXスクール事業の
生成AIパイロット校に見る活用実践の整理と考察．2024，P.3-4．

１．利用種別

２．生成AIの役割

３．学校種

４．教科（教育利用の場合のみ）



これから… 今後の取組の進展

• 生成AIの機能向上

• より効果的な活用方法の検討

傾向や特徴の変化の可能性

• 中長期的な視点での変化

令和6年度の事業における生成AIの活用方法の変容

• 引き続き整理と分析を実施

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.
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リーディングDXスクール事業 公式サイトのご紹介

https://leadingdxschool.mext.go.jp/

令和5年度生成AIパイロット
校の成果報告書を便利に検
索いただけます。
教科や学年、具体的なプロ
ンプトが掲載されたものに
絞って見ていただくことが
可能です◎

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.

https://leadingdxschool.mext.go.jp/
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リーディングDXスクール事業 公式サイトのご紹介

https://leadingdxschool.mext.go.jp/

LDX事業に参加いただいている先生方の多くが、新
たな取り組みを推進するには「先進校を視察して子
供たちの様子を生で見てもらうのが最も効果的」と
おっしゃっています！

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.

https://leadingdxschool.mext.go.jp/
https://leadingdxschool.mext.go.jp/
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リーディングDXスクール事業 公式サイトのご紹介

1月22日（水）には令和6年度生成AIパイロット校の成果報告会も予定して
います。すでに定員に達しているため参加申請は締め切っておりますが、後
日アーカイブ動画を配信予定です。配信が開始されましたら公式サイト及び
メールマガジンにてお知らせいたしますので、是非メールマガジンにご登録
ください。

https://leadingdxschool.mext.go.jp/
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学びの場.comのご紹介

本日ご紹介した内容を研究員リポート
として掲載しています！

https://www.manabinoba.com/edu_watc
h/023403.html

知る＞教育トレンド＞
教育ウォッチ＞意外と知らない～

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.

https://www.manabinoba.com/edu_watch/023403.html
https://www.manabinoba.com/edu_watch/023403.html
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ガイドラインVer2.0（令和6年12月26日）について

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.【概要1枚】初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_002.pdf
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改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

Copyright © UCHIDA YOKO Co., LTD. All Rights Reserved.

読み手である教師・教育委員会が意識されより具体
的に教師が何をすべきか、リスクが何で、それに対して
どのような対応策が考えられるかが追記されている。

教職員が校務で利活用する場面については記載順が
教育利用よりも上にあがり、ポジティブな印象を受ける。
一方で児童生徒の学習活動で利活用する場面につい
てはより慎重な印象。

POINT

初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

【基本的な考え方】として「人間中心の利活用」「生成
AIの存在を踏まえた情報活用能力の育成強化」の大
きく２点が掲げられた。

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
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【概要資料】初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

【基本的な考え方】として「人間中心の利活用」「生成AIの存在を踏まえた情報活用能力の育
成強化」の大きく２点が掲げられた。

AI利用の基本原則として、（中略）「人間中心の利
活用」がある。これは学校現場においても同様であり、生
成 AI と人間との関係を対立的に捉えたり、必要以上に
不安に思ったりするのではなく、生成 AI は使い方によっ
て人間の能力を補助、拡張し、可能性を広げてくれる有
用な道具にもなり得るものと捉えるべきである。

教育の本質は教師と子供たちの人格的な触れ合いに
あり、適切な指導計画や学習環境の設定、丁寧な見と
り支援といった、学びの専門職としての教師の役割はよ
り積極的かつ高度に求められる

教師自身が新たな技術に慣れ親しみ、利便性や懸念
点、賢い付き合い方を知っておくことが、近い将来に教
育活動で適切に対応する素地を作ることにも繋がる。

【本文より】

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
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【概要資料】初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

【基本的な考え方】として「人間中心の利活用」「生成AIの存在を踏まえた情報活用能力の育
成強化」の大きく２点が掲げられた。

情報活用能力の育成に当たっては、生成 AI が社会の
中で果たす役割や影響、生成 AI に関する法・制度や
マナー等について科学的な理解に裏打ちされた形で理
解すること、問題の発見・解決等に向けて生成 AI を
適切かつ効果的に利活用し、情報社会に主体的に参
画する態度を身に付けていくことが期待される

多くの社会人が生産性の向上に活用している生成 AI 
の仕組みの理解や、どのように学びに生かしていくかとい
う視点、近い将来使いこなすための力を各教科等の中
においても意識的に育てていく姿勢は重要であり、生成 
AI が更に社会生活に組み込まれていくことを念頭に置き、
発達の段階や各学校段階、児童生徒を取り巻く環境や
地域の実情等を踏まえつつ、情報モラルを含む情報活
用能力の育成を一層充実させていく必要がある

【本文より】

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
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読み手である教師・教育委員会が意識されより具体的に教師が何をすべきか、リスクが何で、
それに対してどのような対応策が考えられるかが追記されている。

【概要資料】初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

【本文より】
（以下５つのポイントは3章「学校が留意すべきポイント」
内で何度も繰り返されている）
①安全性を考慮した適正利用

…サービス提供者の定める最新の利用規約の確認・遵守
②情報セキュリティの確保
…情報セキュリティポリシーや実施手順の策定・見直し、遵守
③個人情報やプライバシー、著作権の保護
…法令順守、著作権制度の正しい理解
④公平性の確保

…バイアスが含まれるリスク、最後は人間が判断する必要性
⑤透明性の確保、関係者への説明責任

…教職員・児童生徒・保護者などへの説明の機会の確保

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
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読み手である教師・教育委員会が意識されより具体的に教師が何をすべきか、リスクが何で、
それに対してどのような対応策が考えられるかが追記されている。
【本文より】学校現場において留意すべき代表的なリスクや懸念点の例

具体的な
リスク

初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

AIに人格があるかのように誤認するリスク

目的に即した必要な学習過程が省略されてしまい、資質・能力の育成に繋がらないリスク

入力された機密情報や個人情報が生成AIの機械学習に利用されることがあり、正確又は不正確な情
報で出力されるリスク

生成AIの回答をうのみにすることで、偏見を増幅し、不公平及び差別的な出力が継続・拡大するリ
スク。流ちょうな出力を見ると正しいと感じてしまう流暢性バイアスや、自動化されたシステムや技術に
過度に依存してしまう自動化バイアス等

著作権侵害が生じるリスク

現在は無償のサービスであっても将来的に有料のサービスになる価格の変動リスク、サービス停止
等の提供条件の変動リスク、日本の法令が適用されないリスクや、管轄裁判権が日本国外になる
リスク、利用規約が頻繁に変更されるリスク

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
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読み手である教師・教育委員会が意識されより具体的に教師が何をすべきか、リスクが何で、
それに対してどのような対応策が考えられるかが追記されている。
【本文より】３章 学校現場で留意すべきポイント Box-3.学校現場において生成AIを利活用する際の著作権に関する留意点

著作権法35条（授業目的の範囲内での複製）にあたるかどうかの確認が重要

学校のHPに掲載することや、保護者向けの学級通信や職員会議・PTA活動で利用するなどの場合は授
業の過程における利用とはいえず、他の権利制限規定の適用が無い場合は著作権侵害となる可能性が
ある

キャラクター名等の特定の固有名詞を入力するなど、既存の著作物と類似したものを意図し
た生成は行わず、また生成に用いたプロンプトなど、生成物の生成過程を確認可能な状態に
しておくこと

（35条が適用されない場合、以下のように著作権侵害を避けるよう取りくむことが望ましい）

AIによる生成物については、インターネット検索等により、既存の著作物と類似していないか
を確認すること

基本的な
考え方

具体的な
対応策

初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
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読み手である教師・教育委員会が意識されより具体的に教師が何をすべきか、リスクが何で、
それに対してどのような対応策が考えられるかが追記されている。
【本文より】３章 学校現場で留意すべきポイント Box-6.課題に関する留意事項について

具体的な
対応策

初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

例えば、自分自身の経験を踏まえた記述になっているか、レポートの前提となる学
習活動を踏まえた記述となっているか、事実関係に誤りがないかなど、評価する際
の視点を予め設定することも考えられる

仮に提出された課題をその後の学習評価に反映させるならば、例えば、クラス全体
又はグループ単位等での口頭発表の機会を設ける、まとめた内容が自分のもの
になっているかを確認する活動を設定するなどの工夫も考えられる。

生成AIを利活用させる場合は情報の真偽を確かめること（いわゆるファクトチェッ
ク）を求めるとともに、最終的な成果物については生成AIとのやりとりの過程を参
考資料として添付させることや、引用・参考文献を明示させることも考えられる。

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
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読み手である教師・教育委員会が意識されより具体的に教師が何をすべきか、リスクに対して
どのような対応策が考えられるかが追記されている。

【概要資料】初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

チェックリスト
パイロット校における

先行取組事例

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
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初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

校務の効率化や質の向上等、教職員の働き方改革につなげていくことが期待される

教職員が生成AIの特徴を十分に理解した上で、生成された内容の適切性を判断できる範
囲内で利用するという前提で、校務において生成AIを積極的に利活用することは有用で
あると考えられる

教育委員会と一体となって適切な生成 AI の利活用を進めるべきである。（中略）その際、
働き方改革など、生成AIの利活用を進める趣旨や目的についての共通理解を図り、利活
用を通じて得られた成果は積極的に教職員全体に共有していくことが重要である。

【本文より】３章 学校現場で留意すべきポイント 3－1．教職員が校務で利活用する場面

教職員が校務で利活用する場面については記載順が教育利用よりも上にあがり、ポジ
ティブな印象。一方で児童生徒の学習活動で利活用する場面については慎重な記載が
多い。

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
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初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン

【本文より】３章 学校現場で留意すべきポイント 3－２．児童生徒が学習活動で利活用する場面

教職員が校務で利活用する場面については記載順が教育利用よりも上にあがり、ポジ
ティブな印象を受ける。一方で児童生徒の学習活動で利活用する場面についてはより慎
重な印象。

児童生徒にハルシネーションやバイアス等の生成AIの基本的な特徴を理解させた上で、生成AIに全てを委ねる
のではなく自己の判断や考えが重要であることを十分に認識させるか、適正な評価の阻害や不正行為に繋がら
ないか、生成 AI の出力を基に深い意味理解を促し、思考力を高める使い方をできるかなど、発達の段階や各
教科等における学習の状況等を含む児童生徒の実態を踏まえ、そうした教育活動が可能であるかどうかの
見極めが重要である

なお、小学校段階の児童が直接利活用することについては、発達の段階等を踏まえたより慎重な見極めが
必要である。例えば、情報モラル教育やプログラミング教育の一環として教師による生成 AI との対話内容を数
多く提示することなどを通じて基本的な事項を学んだり、生成 AI に関する体験を積み重ねることで生成 AI に
ついての冷静な態度を養ったりしていくことが重要と考えられる。

改訂版ガイドラインのポイント（当社見解）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf
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